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紹
介
と
批
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
　
　
（
一
＝
二
八
）

新
明
正
道
著

『
社
会
学
的
機
能
主
義
』

e

　
本
書
に
題
さ
れ
て
い
る
『
社
会
学
的
機
能
主
義
』
は
、
現
代
社
会
学
に
お
い

く
そ
の
社
会
学
的
分
析
様
式
（
あ
る
い
は
分
析
モ
デ
ル
）
の
最
庵
有
力
な
も
の



の
一
つ
と
な
つ
て
い
る
、
と
云
つ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
．
従
つ
て
、
社
会

学
的
機
能
主
義
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
も
、
ま
た
ぞ
れ
に
批
判
的
で
あ

ろ
う
と
す
る
場
合
に
も
、
そ
の
分
析
様
式
の
全
体
的
で
統
一
的
な
把
握
が
要
求

さ
れ
て
く
る
わ
け
で
、
こ
の
点
で
最
近
公
刊
さ
れ
た
新
明
正
道
教
授
の
本
書
『
社

会
学
的
機
能
主
義
』
は
わ
れ
わ
れ
後
学
の
も
の
に
と
つ
て
極
め
て
す
ぐ
れ
た
導

き
手
の
一
っ
で
あ
る
、
と
い
え
る
。
そ
し
て
本
書
の
特
徴
は
教
授
が
「
序
」
に

記
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
…
』
そ
の
基
本
的
構
想
は
、
社
会
学
的
機
能
主
義
の

理
論
的
特
徴
を
社
会
体
系
と
機
能
的
分
析
と
の
両
概
念
に
求
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
中
心
と
し
て
社
会
学
的
機
能
主
義
を
社
会
学
理
論
と
し
て
批
判
的
に
検

討
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
」
（
序
匝
頁
）
に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
周
知
の
と
お
り
、
新
明
教
授
は
我
が
国
の
戦
前
と
戦
後
の
社
会
学
を
通
じ

て
、
特
に
理
論
社
会
学
、
学
説
史
研
究
の
領
域
に
お
い
て
常
に
第
一
人
者
的
存

在
と
し
て
研
究
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
学
者
で
あ
る
。
数
多
い
著
作
の
う
ち
、

『
社
会
学
の
基
礎
間
題
』
（
昭
和
一
四
年
）
、
『
社
会
本
質
論
』
（
昭
和
一
七
年
）
、

『
社
会
学
史
概
説
』
（
昭
和
二
九
年
）
等
は
特
に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

ら
に
お
い
て
、
教
授
は
、
社
会
学
を
以
つ
て
、
他
の
諸
特
殊
社
会
科
学
の
存
在
を

前
提
と
し
つ
つ
、
人
間
の
共
同
生
活
を
総
合
的
に
理
解
し
よ
う
之
す
る
総
合
社

会
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
社
会
に
つ
い
て
は
人
間
的
行
為
が
そ
の
実

質
で
あ
る
と
し
て
そ
の
分
析
の
中
心
概
念
た
ら
し
め
、
し
か
も
形
式
社
会
学
的

制
約
を
越
え
て
そ
れ
ら
の
人
間
的
行
為
は
種
々
の
意
味
を
含
む
（
意
味
的
行
為
）

と
同
時
に
関
係
的
な
も
の
（
結
合
性
）
と
し
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

す
る
。
ま
た
、
人
間
的
行
為
を
自
意
識
的
行
動
を
中
心
と
し
た
生
命
的
衝
動
の

富
表
現
と
み
、
行
為
の
究
極
的
意
味
を
積
極
的
適
応
性
、
創
造
性
に
お
い
て
い

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

る
と
こ
ろ
に
喝
注
昌
し
て
お
・
㌔
必
要
が
あ
る
。
新
明
教
授
の
こ
う
し
た
基
本
的

な
考
え
方
は
一
貫
し
て
お
り
、
本
書
『
社
会
学
的
機
能
主
義
』
の
批
判
的
検
討

に
お
い
て
も
背
後
に
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
我
が
国
に
お
い
て
、
社
会
学
的
機
能
主
義
、
ま
た
社
会
体
系
論
の
批
判
的
検

討
の
課
題
は
、
こ
れ
雷
で
に
も
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
か
ら
の
批
判
、
論
争
と

い
う
形
で
な
さ
れ
て
ぎ
た
け
れ
ど
も
、
必
ず
し
も
十
分
に
な
さ
れ
な
か
つ
た

し
、
か
な
り
一
方
的
な
議
論
が
多
か
つ
た
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
点
で
、
社
会

体
系
論
を
中
心
と
し
て
批
判
的
検
討
を
試
み
た
西
村
勝
彦
（
『
社
会
体
系
論
』
昭

和
三
二
年
）
、
武
田
良
三
（
「
今
日
の
社
会
学
の
立
場
ー
パ
ー
ス
ン
ズ
の
社
会
体
系

論
に
関
連
し
て
ー
」
『
今
日
の
社
会
学
』
昭
和
三
五
年
）
ら
が
お
ら
れ
る
が
、
本
書

に
お
い
て
新
明
教
授
は
社
会
学
的
機
能
主
義
の
全
面
的
か
つ
組
織
的
な
検
討
を

意
図
し
侍
に
そ
の
焦
点
を
社
会
体
系
と
機
能
的
分
析
に
求
め
て
展
開
し
て
い
る

わ
け
で
、
教
授
に
し
て
漸
く
な
さ
れ
た
画
期
的
な
試
み
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
学
的
研
究
を
考
え
て
い
く
上
で
も
一
つ
の
大
き
な
問

題
提
起
を
な
し
て
い
る
著
作
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

⇔

　
本
書
の
構
成
は
、
第
一
章
「
社
会
学
的
機
能
主
義
の
成
立
と
そ
の
｝
般
的
動

向
」
、
第
二
章
「
社
会
学
的
機
能
主
義
に
お
け
る
社
会
体
系
の
概
念
」
、
第
三
章

「
社
会
学
的
機
能
主
義
に
お
け
る
機
能
的
分
析
の
概
念
」
、
第
四
章
「
社
会
変
動

の
問
題
と
社
会
学
的
機
能
主
義
」
、
第
五
章
「
社
会
学
に
お
げ
る
行
為
理
論
と

社
会
学
的
機
能
主
義
」
、
更
に
階
録
e
社
会
体
系
の
概
念
に
つ
い
て
、
⇔
機
能

の
概
念
に
つ
い
て
、
㊧
ヴ
ィ
ル
ウ
レ
ド
・
パ
レ
ー
ト
、
か
ら
な
つ
て
い
る
。
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
　
　
（
一
一
三
九
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

書
が
で
き
上
が
る
に
つ
い
て
は
直
接
に
は
最
近
の
二
、
三
年
の
間
に
九
州
大

学
、
中
央
大
学
、
明
治
学
院
大
学
等
で
の
講
義
ノ
ー
ト
を
土
台
に
し
て
い
る

が
、
既
に
第
一
章
は
『
中
央
大
学
八
十
周
年
記
念
論
文
集
』
（
昭
和
四
〇
年
一
〇

月
刊
）
、
第
二
章
は
『
米
山
桂
三
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
』
（
昭
和
四
二
年
五
月
刊
）
、

第
五
章
は
専
門
誌
『
社
会
学
研
究
』
（
昭
和
四
一
年
九
月
）
に
収
録
さ
れ
た
論
文

に
基
い
て
い
る
」
ま
た
、
第
三
章
に
つ
い
て
は
附
録
O
「
機
能
の
概
念
に
つ
い

て
」
（
『
社
会
学
評
論
』
三
七
号
、
昭
和
三
五
年
）
が
背
後
に
な
つ
て
は
い
る
が
、

第
三
章
「
社
会
学
的
機
能
主
義
に
お
け
る
機
能
的
分
析
の
概
念
」
、
第
四
章
「
社

会
変
動
の
問
題
と
社
会
学
的
機
能
主
義
」
は
、
い
ず
れ
も
比
較
的
新
し
い
研
究

成
果
に
も
論
証
を
求
め
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
最
近
に
ま

と
め
ら
れ
た
論
稿
の
よ
う
に
思
え
る
。
以
下
、
章
を
追
つ
て
、
順
に
内
容
を
紹

介
要
約
し
つ
つ
、
最
後
に
わ
た
く
し
な
り
に
素
朴
な
疑
問
、
後
学
に
課
せ
ら
れ

た
課
題
を
提
示
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
第
一
章
「
社
会
学
的
機
能
主
義
の
成
立
と
そ
の
一
般
的
動
向
」
で

は
、
ま
ず
、
教
授
は
社
会
学
的
機
能
主
義
を
戦
後
の
今
日
に
至
る
ア
メ
リ
カ
社

会
学
理
論
の
三
つ
の
主
要
な
流
派
の
う
ち
の
一
つ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
か
ら
始

め
る
。
即
ち
、
e
ラ
ン
ド
バ
ー
グ
（
9
＞
・
ビ
毒
畠
冨
夷
）
ら
の
新
実
証
主
義

（
ま
㌣
冒
蝕
江
く
ぼ
轡
）
、
⇔
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
（
影
目
●
竃
斡
o
勾
霞
）
、
ソ
β
ー
キ
ン
（
型

》
の
a
鼻
ε
、
ミ
ル
ズ
（
Ω
要
。
置
ま
）
ら
の
社
会
行
為
理
論
（
§
芭
帥
＆
8

夢
8
慧
）
、
㊧
パ
！
ソ
ン
ズ
（
β
評
緩
。
墓
）
ら
の
社
会
学
的
機
能
主
義
（
§
三
。
－

魅
邑
甘
ぎ
ぎ
鍔
豪
旨
）
で
あ
る
。
社
会
学
的
機
能
主
義
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
学

者
と
し
て
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
を
筆
頭
に
更
に
ホ
マ
ン
ズ
（
ρ
Ω
財
§
導
砿
）
、

デ
ー
ヴ
ィ
ス
（
客
影
毒
V
、
レ
ヴ
ィ
（
蜜
～
富
乏
）
、
マ
ー
ト
ン
（
界
錦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六
　
　
（
一
一
四
〇
）

蜜
①
旨
o
β
）
、
　
ム
ー
ア
（
≦
9
輿
鼠
8
冨
）
、
　
シ
ル
ズ
バ
頃
の
獣
ヲ
）
、
　
ス
メ
ル
サ
薯

（
客
』
の
幕
一
馨
）
ら
が
挙
げ
ら
れ
、
わ
が
国
で
は
森
好
失
、
富
永
健
一
、
作
田

啓
一
、
吉
田
民
人
ら
を
か
ぞ
え
て
い
る
。

　
更
に
、
「
本
源
的
機
能
主
義
」
と
今
日
問
題
と
な
つ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
「
社

会
学
的
機
能
主
義
」
。
と
を
区
別
す
為
こ
と
を
確
認
す
る
。
も
と
も
と
本
源
的
機

能
主
義
は
、
一
九
世
紀
の
終
り
か
ら
二
〇
世
紀
の
二
、
三
〇
年
代
に
か
け
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
か
け
て
広
が
つ
た
も
の
で
、
形
式
的
実
体
よ
り
も

内
容
的
過
程
を
、
構
造
よ
り
も
機
能
を
重
視
す
る
立
場
に
あ
り
社
会
有
機
体
論

へ
の
批
判
と
し
て
生
ま
れ
・
た
も
の
で
あ
つ
た
．
そ
れ
に
対
し
て
、
今
日
の
社
会

学
的
機
能
主
義
は
．
内
容
よ
り
も
形
式
的
実
体
を
、
機
能
よ
り
も
構
造
を
重
視

す
る
立
場
に
立
つ
も
の
で
社
会
有
機
体
論
へ
の
復
帰
で
は
な
い
か
と
し
て
比
較

対
照
的
な
位
置
づ
け
を
試
み
て
い
る
。
社
会
学
的
機
能
主
義
の
位
置
づ
け
の
論

証
と
し
て
、
特
に
T
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
『
社
会
行
為
の
構
造
』
（
蓼
Φ
幹
箋
。
言
話

．
寓
留
爵
一
＞
＆
8
」
O
零
）
以
下
の
一
連
の
諸
研
究
が
系
統
的
に
検
討
さ
れ
て
い

る
淋
、
G
・
C
・
ホ
マ
ン
ズ
や
R
・
K
・
マ
ー
ト
ン
ら
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
の
周
辺
部
に
立
つ
と
し
て
社
会
学
的
機
能
主
義
の
立
場
も
決
し
て
一
様
で
な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
代
表
さ
れ
る

今
日
の
社
会
学
的
機
態
主
義
に
対
し
て
「
…
…
社
会
有
機
体
論
に
お
け
る
調
和

的
社
会
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
モ
デ
ル
を
さ
ら
に
一
段
と
理
想
化
す
る
に
い
た
つ
て

い
る
と
も
考
え
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
」
（
三
八
頁
）
と
い
う
一
般
的
評
価
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
第
二
章
「
社
会
学
的
機
能
主
義
に
お
け
る
社
会
体
系
の
概
念
」
で
は
、
第
一

章
で
の
社
会
学
的
機
能
主
義
に
対
す
る
一
般
的
な
位
置
づ
け
の
上
に
、
更
に
進



ん
で
そ
れ
ら
の
基
本
的
特
徴
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
「
…
…
こ
れ
ま
で
社
会

学
的
機
能
主
義
者
自
身
に
よ
つ
て
は
か
な
ら
ず
し
も
社
会
学
的
機
能
主
義
に
つ

い
て
明
確
な
定
義
が
下
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
理
論
的
構
成
の
な
か
で
、
こ

れ
ま
で
も
つ
と
も
重
要
な
意
義
を
与
え
ら
れ
て
来
た
も
の
は
、
社
会
体
系
と
機

能
的
分
析
の
二
つ
の
概
念
で
あ
る
」
（
四
五
頁
）
と
し
て
、
教
授
は
こ
れ
ら
の
二

つ
の
基
本
的
概
念
を
連
結
し
た
意
味
で
捉
え
る
こ
と
を
主
張
し
、
第
一
に
社
会

を
社
会
体
系
と
し
て
把
握
し
て
こ
れ
を
も
つ
て
社
会
を
考
察
す
る
前
提
的
な
枠

組
と
み
な
す
と
と
も
に
、
第
二
に
こ
れ
に
準
拠
し
て
、
一
方
、
そ
の
全
体
の
部

分
を
な
す
構
造
そ
の
他
諸
要
素
を
分
析
し
、
他
方
、
こ
れ
ら
が
全
体
と
の
関
連

に
お
い
て
い
か
な
る
客
観
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
か
を
機
能
的
に
分
析
す
る
と

こ
ろ
に
社
会
学
的
機
能
主
義
の
理
論
的
図
式
が
要
約
さ
れ
る
と
す
る
。

　
従
つ
て
、
こ
の
第
二
章
で
は
そ
の
基
本
的
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
社
会
体
系
」

の
概
念
が
検
討
さ
紅
て
い
る
。
そ
こ
で
T
・
パ
ー
ソ
ソ
ズ
の
「
社
会
体
系
は
少

く
と
も
物
理
的
ま
た
は
環
境
的
な
様
相
を
そ
な
え
て
い
る
状
況
の
な
か
で
、
た

が
い
に
相
互
的
行
為
を
い
と
な
む
複
数
の
個
人
的
行
為
者
に
お
い
て
成
立
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
行
為
者
は
覧
充
足
へ
の
最
適
化
』
へ
の
傾
向
に
お
い
て
動
機

づ
け
ら
れ
、
彼
等
各
自
を
含
ん
だ
そ
の
状
況
へ
の
関
係
は
、
文
化
酌
に
構
造
化

さ
れ
か
つ
共
有
さ
れ
た
象
徴
の
体
系
の
名
に
お
い
て
規
定
さ
れ
媒
介
さ
れ
て
い

る
」
（
望
①
の
8
芭
理
§
幹
一
。
罫
等
蕊
笛
ム
o
。
ω
）
と
い
う
文
化
的
価
値
体
系

を
中
心
と
し
た
社
会
体
系
の
統
合
と
維
持
を
重
視
す
る
規
定
、
G
・
C
・
ホ
マ
ン

ズ
の
「
集
団
成
員
の
諸
々
の
活
動
、
相
互
的
行
為
、
感
情
と
あ
わ
せ
て
集
団
が

活
動
し
て
い
る
時
間
を
通
じ
て
の
、
こ
れ
ら
の
諸
要
素
相
互
問
の
相
互
的
関
係

こ
そ
、
私
た
ち
の
社
会
体
系
と
呼
ぶ
も
の
を
形
成
す
る
」
倉
ぎ
国
賃
糞
導
毎
。
－

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

ξ
」
醤
ρ
サ
o
。
刈
）
と
い
う
諸
変
数
の
相
互
依
存
的
関
係
を
重
視
す
る
規
定
等

を
挙
げ
て
、
更
に
こ
う
し
た
社
会
体
系
概
念
に
対
し
て
疑
問
視
す
る
観
点
か

ら
、
マ
ー
ト
ン
の
見
解
、
及
び
挑
判
す
る
観
点
か
ら
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
（
卸

∪
轟
器
ロ
き
篇
）
、
　
ヒ
置
ル
ド
（
妻
●
頃
凶
O
寄
）
、
　
ロ
ツ
ク
ウ
ツ
ド
（
ー
零
爵
≦
R
巖
）
、

レ
ッ
グ
ス
ー
（
』
国
霞
）
等
の
見
解
を
、
、
ま
た
グ
ル
ド
ナ
ー
（
》
宍
Ω
。
島
9
＆

演
社
会
体
系
の
相
互
依
存
性
（
諸
部
分
の
全
体
へ
の
依
存
性
）
に
は
種
々
の
程

度
の
相
違
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
そ
れ
を
統
合
的
な
も
の
と
し
て
一
般
化
し
て
し

ま
5
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
見
解
を
紹
介
し
て
、
教
授
自
身
も
批
判
的
な
観

点
か
ら
検
討
を
加
え
て
お
ら
れ
る
。

　
章
末
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
決
定
論
的
な
「
因
素
理
論
」
に
対
す
る
社
会
体
系
論

の
窓
義
、
即
ぢ
相
互
依
存
的
な
思
考
様
式
の
意
義
は
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お

リ
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
先
例
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
か
な
ら
ず
し
も

社
会
学
的
機
能
主
義
だ
け
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
適
切
に
評
価

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
第
三
章
「
社
会
学
的
機
能
主
義
に
お
け
る
機
能
的
分
析
の
概
念
」
で
は
、
社

会
学
的
機
能
主
義
の
も
ヲ
一
つ
の
基
本
的
特
徴
で
、
新
明
教
授
自
身
も
も
つ
と

も
重
要
視
す
る
機
能
的
分
析
の
概
念
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
機
能
的
分
析
の
前
提
と
し
て
そ
の
機
能
が
ど
の
よ
う
に
概
念
さ
れ
る
か
と
い

う
こ
と
が
、
ま
ず
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
機
能
の
概
念
の
多
義
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
古
典
的
社
会
学
者
で
あ
る
H
．
ス
、
ペ
ン
サ
ー
の
活
動

（
器
ぎ
β
）
と
い
う
規
定
、
　
一
九
世
紀
末
葉
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
A

・
E
・
F
・
シ
ェ
ツ
フ
レ
（
警
叢
霞
Φ
）
、
G
。
ジ
ン
メ
ル
（
の
ぎ
巨
＆
、
A
・
ス
モ

貰
ル
（
ω
讐
毘
）
、
E
・
A
・
p
ッ
ス
（
”
o
邑
、
L
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ィ
ー
ゼ
（
＜
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
　
（
二
四
一
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

霜
一
＄
Φ
）
ら
の
、
生
活
、
生
成
、
社
会
過
程
と
し
て
の
機
能
の
概
念
か
ら
、
現

代
の
社
会
学
的
機
能
主
義
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
活
動
そ
の
む
の
で
は
な
く
そ

の
社
会
ま
た
は
社
会
体
系
に
対
す
る
関
連
的
な
結
果
の
意
味
に
解
さ
れ
る
に
至

つ
て
、
従
つ
て
機
能
的
分
析
の
意
味
内
容
も
全
く
別
様
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
の
機
能
的
分
析
の
規
定
は
、
帰
す
る
と

こ
ろ
E
・
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
見
解
、
分
業
論
等
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
マ
リ
ノ

ウ
ス
キ
ー
、
ラ
ド
ク
リ
フ
”
ブ
ラ
ウ
ソ
を
経
て
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
パ
ー
ソ
ソ

ズ
に
代
表
さ
れ
る
社
会
学
的
機
能
主
義
に
継
承
さ
れ
、
そ
こ
で
は
原
因
の
分
析

よ
り
も
目
的
論
的
な
説
明
に
終
わ
り
が
ち
で
、
構
造
的
側
面
に
比
較
し
て
活
動

的
な
過
程
的
側
面
は
第
一
義
的
な
分
析
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
考
察

は
い
ち
じ
る
し
く
閑
却
化
さ
れ
不
明
瞭
化
さ
れ
る
に
至
つ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
マ
ー
ト
ン
に
よ
つ
て
主
張
さ
れ
た
機
能
の
多
元
的
諸
結
果
と
機
能

的
選
択
性
の
間
題
、
ま
た
琳
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
講
因

果
的
分
析
の
閑
却
視
の
問
題
、
更
に
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
や
レ
ッ
ク
ス
の
闘
争
モ

デ
ル
、
行
為
的
準
拠
枠
か
ら
す
る
構
造
的
機
能
的
分
析
へ
の
批
判
（
ダ
ー
ひ
ン

ド
ル
フ
に
対
す
る
構
造
的
分
析
と
過
程
的
分
析
に
対
す
る
評
価
は
必
ず
し
も
適
切
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
）
等
を
と
り
あ
げ
た
後
に
、
新
明
教
授
は
「
…
…
二
〇

世
紀
初
頭
の
本
源
的
機
能
主
義
に
お
け
る
機
能
的
分
析
の
概
念
を
再
認
識
し

て
、
ま
ず
社
会
過
程
に
第
一
義
的
な
重
要
性
を
認
め
、
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
構

造
的
分
析
を
遂
行
す
る
方
針
を
改
め
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
（
二
一
西
頁
）

と
す
る
極
め
て
興
味
深
い
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
活
動
な
い
し
過
程
と

し
て
の
機
能
を
中
心
と
し
た
機
能
的
分
析
（
過
程
的
分
析
）
を
新
し
い
社
会
学

的
分
析
の
出
発
点
た
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
は
じ
め
て
歴
史
的
社
会
の
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
　
　
（
二
四
二
）

学
的
な
理
解
へ
の
路
が
開
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
は
全
く
適
切

で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
の
際
に
は
構
造
的

分
析
の
内
容
そ
の
も
の
も
改
め
て
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
第
四
章
「
社
会
変
動
の
問
題
と
社
会
学
的
機
能
主
義
」
に
お
い
て
は
、
社
会

学
の
中
心
課
題
で
あ
る
社
会
変
動
の
間
題
に
対
す
る
社
会
学
的
機
能
主
義
の
捉

え
方
を
．
や
は
り
批
判
的
観
念
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
主
に
e
均

衡
モ
デ
ル
、
⇔
機
能
的
分
析
の
概
念
、
㊧
反
歴
史
主
義
、
の
諸
点
で
批
判
が
な

さ
れ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
パ
ー
ソ
ソ
ズ
に
つ
い
て
は
　
『
社
会
体
系
論
』
（
醤
Φ
聖
。
置
oo
釜
ざ
夢
這
巴
）

の
社
会
変
動
の
考
え
方
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
パ
！
ソ
ソ
ズ
は
社
会
変

動
の
発
生
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
体
系
内
の
同
調
と
逸
脱
の
傾
向
に
言
及
し

て
い
る
が
、
「
彼
の
立
場
で
は
、
科
学
と
技
術
に
よ
つ
て
始
発
さ
れ
た
い
わ
ゆ

る
制
度
化
さ
れ
た
合
理
化
の
過
程
が
、
社
会
変
動
の
過
程
の
中
心
を
な
す
も
の

で
あ
つ
て
、
し
か
も
こ
れ
は
、
そ
の
影
響
に
よ
つ
て
社
会
体
系
の
内
部
に
不
断

の
緊
張
を
生
じ
、
均
衡
の
破
綻
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
も
つ
て
い
る
に
か
か
わ

ら
ず
、
原
則
的
に
は
こ
れ
に
よ
つ
て
生
じ
う
る
均
衡
の
破
綻
は
、
や
が
て
調

整
さ
れ
て
再
均
衡
化
が
結
果
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
（
｝
五
四
頁
）
．

更
に
、
マ
ー
ト
ン
の
逆
機
能
の
概
念
「
社
会
構
造
と
ア
ノ
、
・
・
i
」
の
分
析
も
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
帰
す
る
と
こ
ろ
パ
；
ソ
ン
ズ
、
マ
ー
ト
ン
両
老
共
に
均
衡

モ
デ
ル
を
前
提
に
し
て
い
る
と
見
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
均
衡
モ
デ
ル
に
対

し
て
は
、
ヒ
ー
ル
ド
（
名
。
国
一
Φ
5
、
　
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
、
ダ
！
レ
ン
ド
ル
フ
、

レ
ッ
ク
ス
等
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
学
者
の
闘
争
モ
デ
ル
か
ら
の
批
判
に
触
れ

る
一
方
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
内
で
の
、
C
・
W
・
ミ
ル
ズ
の
『
社
会
学
的
想
像



力
』
（
一
九
五
九
年
）
に
お
け
る
社
会
行
為
理
論
の
立
場
か
ら
す
る
パ
ー
ソ
ン
ズ

ら
の
社
会
体
系
論
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
、
グ
ル
ド
ナ
ー
の
相
互
依
存
性
と
機

能
的
自
律
性
か
ら
の
批
判
、
　
コ
ー
ザ
ー
（
劉
9
馨
）
の
闘
争
モ
デ
ル
、
更
に

モ
ー
ア
（
「
ム
ー
Z
）
（
≦
、
輿
冒
8
邑
の
社
会
を
緊
張
処
理
体
系
と
し
て
把

握
す
る
見
解
等
を
挙
げ
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
新
明
教
授
は
、
こ
の
点
で

は
、
「
人
間
社
会
は
、
…
…
む
し
ろ
そ
れ
は
、
人
間
の
行
為
的
創
造
性
を
中
心

と
し
て
、
現
存
の
相
互
依
存
の
状
態
を
乗
り
越
え
て
超
均
衡
的
な
意
味
に
お
け

る
社
会
変
動
を
実
現
し
う
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
」
（
一
九
五
頁
）
あ
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
教
授
自
身
の
見
解
を
集
約
し
て
い
る
。

　
次
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
社
会
変
動
と
機
能
的
分
析
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
社
会
学
的
機
能
主
義
と
社
会
変
動
の
問
題
に
つ
い
て
そ
の
静
学
的
モ
デ
ル
．

均
衡
モ
デ
ル
に
対
す
る
一
般
の
批
判
に
加
え
て
、
同
様
に
社
会
学
的
機
能
主
義

の
機
能
的
分
析
に
内
在
し
て
い
る
特
徴
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説

い
て
い
る
の
は
興
味
深
い
が
、
こ
の
こ
と
は
す
で
に
前
出
の
第
三
章
で
触
れ
ら

れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
更
に
社
会
学
的
機
能
主
義
の
社
会

変
動
を
考
慮
す
る
上
で
反
歴
史
性
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
蓋
し
卓
見
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
反
歴
史
主
義
的
性
格
の
間
題
は
、
社
会
学
に
お

い
て
も
依
然
極
め
て
厄
介
な
課
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
．
わ
れ
わ
れ
が
一
層
究
明

す
べ
く
課
せ
ら
れ
て
い
る
も
つ
と
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
第
四
章
「
社
会
学
に
お
け
る
行
為
理
論
と
社
会
学
的
機
能
主
義
」
に
お
い
て

は
、
ズ
ナ
ニ
エ
ッ
キ
、
ひ
い
て
は
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
行

為
的
ア
プ
β
ー
チ
は
、
行
為
的
ア
プ
旨
ー
チ
の
原
型
で
は
な
く
、
い
わ
ぽ
そ
の

現
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
変
型
を
な
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

る
観
点
か
ら
、
社
会
学
的
機
能
主
義
を
代
表
す
る
学
者
の
行
為
理
論
の
特
徴

を
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
！
パ
ー
、
ジ
ン
メ
ル
、
フ
ォ
ン
・
ウ
ィ
ー
ぜ
等
の
先
学

の
社
会
行
為
理
論
、
社
会
過
程
論
と
比
較
し
て
検
討
し
て
い
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー

が
、
個
人
的
主
体
の
行
為
を
基
点
と
し
て
個
人
の
意
味
的
選
択
や
創
意
を
重
視

し
、
一
方
で
は
社
会
の
事
物
的
実
在
的
概
念
を
否
定
し
、
他
方
で
は
社
会
関

係
、
社
会
集
団
等
の
す
べ
て
を
含
ん
だ
意
味
に
お
け
る
社
会
行
為
的
過
程
の
概

念
を
介
し
て
力
動
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
（
二
四
六
頁
）
、
パ
ー

ソ
ン
ズ
に
お
い
て
は
、
「
…
…
行
為
の
規
範
性
が
強
調
さ
れ
、
究
極
に
お
い
て

個
人
が
共
同
的
価
値
体
系
の
支
配
下
に
あ
つ
て
、
原
理
的
に
こ
れ
へ
の
同
調
を

要
望
さ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
行
為
の
自
発
的
創
造
性
は

お
の
ず
か
ら
第
二
義
化
さ
れ
る
に
い
た
つ
て
い
る
」
　
（
二
五
八
ー
九
頁
）
。
こ
こ

に
お
い
綬
新
明
教
授
の
、
社
会
を
行
為
関
連
と
み
、
行
為
を
活
動
と
し
て
積

極
的
に
規
定
し
よ
う
と
す
る
社
会
行
為
論
の
立
場
が
一
貫
し
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

㊧

　
以
上
章
順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
紹
介
要
約
し
て
ぎ
た
が
、
次
に
本
書
を
通

じ
て
筆
者
な
り
の
感
想
を
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
数
ぺ
ー
ジ
の
　
「
書

評
」
と
い
う
に
は
社
会
学
的
機
能
主
義
の
問
題
は
余
り
に
さ
ま
ざ
ま
の
意
味
内

容
を
含
ん
で
い
る
．
ま
た
、
新
明
教
授
が
本
書
に
お
い
て
社
会
行
為
論
の
立
場

か
ら
な
し
た
社
会
学
的
機
能
主
義
の
批
判
的
検
討
は
、
そ
の
意
図
の
と
お
り
、

か
な
り
組
織
的
に
論
理
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
も
、
軽
々
し

く
批
評
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
後
学
に
と
つ
て
は
学
び
と
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
　
（
一
一
四
三
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

と
の
方
が
は
る
か
に
，
大
ぎ
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
機
能
主
義
（
「
社
会
学
的
機
能
主
義
」
に
つ
い
て
も
一
応
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
）

が
従
来
の
因
素
論
に
み
ら
れ
る
決
定
論
的
思
考
様
式
を
避
け
て
、
つ
と
め
て
相

互
依
存
的
な
思
考
様
式
を
と
ろ
う
と
し
た
こ
と
の
意
義
は
極
め
て
重
大
な
も
の

で
あ
り
、
一
層
確
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
え
る
が
、
筆
者
自
身
も
現
在
の

社
会
学
的
機
能
主
義
に
関
す
る
限
り
で
は
消
極
的
な
評
価
し
か
な
し
得
な
い
。

む
し
ろ
、
そ
れ
と
は
違
つ
た
意
味
で
の
や
は
り
社
会
行
為
論
乃
至
社
会
行
動
論

を
出
発
点
と
す
る
、
（
「
一
般
理
論
」
と
い
う
よ
ヶ
も
）
よ
り
柔
軟
な
社
会
理
論

の
構
築
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
社
会
変
動
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
，

「
社
会
学
的
機
能
主
義
」
が
変
動
の
問
題
を
お
つ
か
う
の
に
無
力
ど
こ
ろ
か
全

ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ち

く
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
（
富
永
健
一
『
社
会
変
動
の
理
論
』
昭
和
四
〇
年
）
．
そ

　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

れ
が
ど
れ
だ
け
適
切
に
変
動
の
間
題
を
と
り
あ
つ
か
い
説
明
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
は
依
然
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
従
つ
て
、
こ

の
点
で
、
行
為
概
念
、
社
会
体
系
、
機
能
的
分
析
、
均
衡
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の

周
連
の
検
討
と
並
ん
で
、
分
析
様
式
と
し
て
の
社
会
学
的
機
能
主
義
と
歴
史
主

義
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
よ
り
一
層
の
考
察
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ゐ
。

途
方
も
な
く
厄
介
な
課
題
で
あ
る
と
し
て
も
、
果
し
て
二
者
択
一
的
な
選
択
を

迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
体
系
論
に
つ
い
て
は
、
更
に
社
会
体
制

論
と
社
会
構
造
論
と
の
関
連
で
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
ρ
こ
の
点
も

今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
を
通
じ
て
の
全
く
素
朴
な
疑

問
で
あ
る
が
、
社
会
学
的
機
能
主
義
と
い
う
分
析
モ
デ
ル
、
分
析
様
式
と
、
そ

の
社
会
学
理
論
と
は
概
念
上
操
作
的
に
区
別
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
　
　
（
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一
四
四
）

　
新
明
教
授
に
よ
つ
て
公
刊
さ
れ
た
本
書
が
現
在
の
わ
が
国
の
社
会
学
界
に
も

つ
意
義
は
極
め
て
大
ぎ
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ア
わ
れ
わ
れ
後
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

も
の
に
と
つ
て
も
何
よ
り
の
励
ま
し
と
考
え
ら
れ
る
し
、
教
授
の
行
為
の
創
造

性
に
基
調
を
お
く
一
貫
し
た
社
会
学
的
考
察
に
敬
服
す
る
次
第
で
あ
る
。
い
く

つ
か
の
個
別
社
会
学
の
領
域
に
お
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
成
果
が
指
摘
さ
れ
る

と
は
い
え
、
固
定
的
な
分
析
モ
デ
ル
・
分
析
様
式
に
と
ら
わ
れ
ず
に
そ
れ
ら
の

分
析
モ
デ
ル
・
分
析
様
式
を
で
き
る
だ
け
豊
富
精
緻
化
し
、
二
般
理
論
」
と

単
な
為
「
調
査
主
義
」
と
の
分
離
状
況
を
打
ち
破
つ
て
相
互
の
有
機
的
結
合
を

は
か
る
べ
く
要
請
さ
れ
て
い
る
時
に
、
本
書
は
非
常
に
積
極
的
な
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
と
い
え
る
。
（
誠
信
書
房
、
定
価
六
八
○
円
、
昭
和
四
二
年
一
一

月
、
三
三
六
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
三
年
五
月
七
目
稿
）
　
（
川
合
・
隆
男
）


